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１．はじめに

新見公立大学看護学部の自然科学Ⅰは，前身の新見公
立短期大学看護学科における 2005 年度カリキュラム改正
によって導入された総合的な自然科学系基礎分野（教養科
目）授業科目に由来する。この科目は，2010 年に開設され
た新見公立大学看護学部の授業科目として，発展的に継
承された。同大学は 2013 年度に完成年度を迎えて，最初
の卒業生を送り出すことになる。この機会に，当該授業
科目の担当教員として，実施状況の概要を記録として残
したい。

２．授業科目開設の経緯

文部科学省高等学校学習指導要領が 1999（平成 11）年に
告示され，2003（平成 15）年度の第 1 学年から学年進行で
実施された。この学習指導要領では，「基礎・基本を確実
に身に付けさせ，自ら学び自ら考えるなどの『生きる力』
の育成を実現すること」を目的として，教育内容の厳選に
よる学習内容の大幅な削減，完全学校週５日生の実施，
総合的な学習の時間の新設などが行われた。このような
方針は「ゆとり教育」と呼ばれた。教科「理科」では，理科
基礎，理科総合 A，理科総合 B，物理 I，物理 II，化学 I，

化学 II，生物 I，生物 II，地学 I，地学 II の科目が設定さ
れ，必須履修教科・科目として，教科「理科」の「『理科基
礎』，『理科総合 A』，『理科総合 B』，『物理 I』，『化学 I』，

『生物 I』及び『地学 I』のうちから 2 科目（『理科基礎』，『理
科総合 A』及び『理科総合 B』のうちから 1 科目以上を含む
ものとする。）」と定められた。このことから，看護基礎教
育の基礎知識として必要とされる生物または化学に関す
る基礎知識を高等学校で履修していないで入学する可能
性が考えられた。このことに対応するために，前身短期
大学のカリキュラムを改正し，基礎分野の自然科学系授
業科目のうち，生物学（必修２単位）と化学（選択２単位）
を再編成して自然科学Ⅰ（必修２単位）と自然科学 Ⅱ（選択
２単位）とした（表１・２）。この科目が 2010 年に開設さ
れた新見公立大学看護学部の授業科目として発展的に継
承された（表３）。

３．科目内容

2005 年度に短期大学において開始された自然科学 Ⅰの
授業目的は，シラバスに次のように記載した。「看護学科
学生の大部分は，高等学校において生物および化学を履
修している。しかし，履修の主な目的は大学入試であり，
これらの科目を全範囲にわたって履修している学生は少
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新見公立大学看護学部の自然科学Ⅰは，総合的な自然科学系基礎分野授業科目である。主たる授業目的は，
看護基礎教育における専門基礎分野の自然科学系科目を履修するために必要な基礎知識を習得することであ
る。３名の教員で「物理・化学の基礎」「細胞生物学の基礎」「生化学の基礎」の領域を分担している。成績
評価は，主に筆記試験の成績によっている。2010年度から2013年度までの受講者累計255人の筆記試験の平均
は72点（100点満点）であった。2013年度入学生について，高等学校の教科「理科」の生物Ⅰ・Ⅱおよび化学
Ⅰ・Ⅱの履修者が生物Ⅰまでの履修者より平均点が高い傾向にあり，その差は「物理・化学の基礎」と「生
化学の基礎」の２分野で大きく，「細胞生物学の基礎」ではほとんど認められなかった。このことには，学生
選抜において大学入学センター試験の生物Ⅰまたは化学Ⅰを受験しなかった学生が含まれていることが関連
している。学生による授業評価では，教育の方法論については，比較的高評価であったが，自己学習，内容
の理解，分野に対する興味・関心等の評価が低い。授業の目的は，おおむね達成できているが，高等学校の
教科「理科」履修の多様化への対応としては，なお改善の余地がある。また，学生の自己学習を促す工夫が
必要である。

（キーワード）看護学部，自然科学系教養科目，高等学校理科履修歴
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表１　短期大学2004年度入学生用基礎分野教育計画表

前身の短期大学における自然科学Ⅰ導入直前（2004年度入学生）における基礎分野（教養科目）の教育計

画表（授業科目の学年配当）を示す。
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表２　短期大学2005年度入学生用基礎分野教育計画表

前身の短期大学における自然科学Ⅰ導入直後（2005年度入学生）における基礎分野（教養科目）の教育計

画表（授業科目の学年配当）を示す。
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表３　大学看護学部2010年度入学生用基礎分野教育計画表

大学設置時（2010年度入学生）における基礎分野（教養科目）の教育計画表（授業科目の学年配当）を示す。



数にとどまっている。このため看護教育で修得が求めら
れる生化学，生理学，微生物学，薬理学等の医学系基礎
専門科目を学ぶ上の十分な基礎知識をもっているとはい
い難い状況にある。そこで，生物学および基礎的な生化
学を中心に，これらと密接に関係する化学および物理学
を学んで，これら自然科学の基礎知識を修得することを
目的としている。」授業計画は表４に記載のとおりである。
大学看護学部となったのちの自然科学 Ⅰでは，シラバス
の授業目的を「専門基礎分野の自然科学系科目を履修する
ために必要な基礎知識を習得することを目的とする。」と
し，その概要を「自然を量る単位系・自然を作る物質の構
造・溶液の濃度の計算・水溶液の性質・生物を作る物質
の性質・生命をつかさどる物質の反応・生命を作るレシ

ピ・生命の連続性と遺伝・医療を支える生命工学・生命
を作る細胞の構造・生命を作る骨格の仕組み・生物が生
まれる仕組み・細胞と動物の運動・生命の進化とする。」，
到達目標を「１．原子量と分子量，pH，緩衝液，浸透圧
などの水溶液の性質を理解し，濃度計算ができる。２．
細胞の構造と働き，細胞周期，発生等を理解して説明で
きる。３．生物の身体を構成する物質を列挙して，それ
らの性質を説明できる。」の３項目とした（表５）。

４．授業の進め方

授業はオムニバス方式で実施した。2005 年度の短期大
学における授業開始当初は，筆者 2 名で分担したが，大
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表４　短期大学自然科学Ⅰシラバス2005年度入学生用

前身の短期大学における自然科学Ⅰのシラバスを示す。
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学設置後は３名（看護学部教授２名および短期大学准教授
１名）で分担した。その内訳は，宇野文夫／5 コマ：自然
を量る単位系・自然を作る物質の構造・溶液の濃度の計
算・水溶液の性質（以下「物理・化学の基礎」），斎藤健
司／5 コマ：生物を作る物質の性質・生命をつかさどる物
質の反応・生命を作るレシピ・生命の連続性と遺伝・医
療を支える生命工学（以下「生化学の基礎」），内藤一郎／5
コマ：生命を作る細胞の構造・生命を作る骨格の仕組
み・生物が生まれる仕組み・細胞と動物の運動・生命の
進化（以下「細胞生物学の基礎」）である。2011 年度以降は

担当教授 1 名の退職に伴い，外来兼任教員（辻極秀次）を
招聘して，「細胞生物学の基礎」の分野（細胞の構造と働
き・細胞周期・発生のしくみ・幹細胞と細胞のメカニズ
ム）を担当した。筆者のうち１名（斎藤）は，生化学の教科
書を使用し，他の２名は独自の教材（ハンドアウト）を配
布して授業を実施した（表５）。シラバスに対応した分野
ごとの授業概要を表６に示す。

短期大学においては，微生物学が１年次前期に開講さ
れ，この中で滅菌の基礎理論を履修していた。しかし，
大学においては，微生物学が１年次後期に開講されるこ
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表５　大学自然科学Ⅰシラバス2013年度入学生用

大学設置時（2010年度入学生）における自然科学Ⅰのシラバスを示す。
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2013年度自然科学Ⅰの分野ごとの授業内容を示す。



とになったので，同じ時期に開講される授業科目「療養生
活援助技術論」の感染予防として，滅菌物の作成・無菌操
作を履修するまでに，滅菌の基礎理論を学習しないこと
になった。そこで，担当教員の要請によって，2011 年度か
ら「物理・化学の基礎」の中の水の構造相転移と放射線の
応用として，これらの内容を取り扱うこととした（表６）。

５．学生の状況

学生選抜について，大学の第１期生（2010 年度入学）に
ついては，短期大学からの継続性に配慮して，大学入試
センター試験を課さない独自の入試を実施した。推薦入
試の 20 人については，小論文と面接による選抜，一般入
試の 44 人については国語・英語・数学（数学 Ⅰ・数学
A）・理科（生物 Ⅰ）による選抜であった。第２期生（2011
年度入学）以降は，国公立大学の分離分割方式を採用し，
推薦・一般入試のいずれにも大学入試センター試験を課
した。科目は国語，地理歴史および公民から１科目，数
学（数学 Ⅰ・数学 A），外国語（英語【筆記のみ】）とし，理
科については第２期生には生物 Ⅰおよび化学 Ⅰの２科
目，第３期生以降（2012 年度および 2013 年度入学生）には
生物 Ⅰまたは化学 Ⅰの１科目（２科目受験の場合は高得
点科目を採用）とした。そのため第３期生以降には，生物
Ⅰまたは化学 Ⅰを受験しなかった学生が含まれている。例
えば，2013 年度入学生（第４期生）では，54%が生物 Ⅰと
化学 Ⅰの２科目受験，46%が 1 科目受験（ほとんどが生物
Ⅰ）であった（表７）。２科目受験者であっても，本学に生
物 Ⅰの得点が採用された割合が 91%であり，これを含む
全体の 92%が生物 Ⅰの点数が採用されている。大学入試
センター試験の得点について，生物 Ⅰの平均得点は，全
国平均点より高い。さらに生物 Ⅰの平均得点は，生物 Ⅰ
と化学 Ⅰの２科目を受験し，生物 Ⅰが採用された学生が
もっとも高い（表７）。一方，化学 Ⅰの平均得点は，化学
Ⅰの得点が採用された学生であっても全国平均点よりも
低い（表７）。これらの状況から 2013 年入学生にあって
は，生物に比較して化学の基礎知識が少ないことが示唆
された。

６．成績評価

自然科学 Ⅰの成績評価は，主に筆記試験（物理・化学の
基礎 40 点，生化学の基礎 30 点，細胞生物学の基礎 30 点
の配点による 100 点満点）によって実施した。図１は，合
計点と３分野の平均点をいずれも 100 点満点に換算して
表示したものである。年度によって問題の難易度にばら
つきがあるが，2010 年度から 2013 年度の受講者累計 255
人における合計点の平均は 71.8 であった。同じく，受講
者累計 255 人の評価は，A 評価（優）93 人（36.5%），B 評価

（良）54 人（21.2%），C 評価（可）65 人（25.5%）であり，C 評
価以上の単位修得率は 212 人（83.1%）であった。再試験に
よって単位を修得した学生（C−評価：可＊）は 43 人

（16.9%）であった。
2013 年度入学生について，別に実施したアンケート（調

査対象者 63 人，回収数 53 件，回収率 84.1%）によると，
高等学校課程において生物 Ⅰまでの履修者（生物 Ⅱおよ
び化学 Ⅰと Ⅱをいずれも履修していない）が 17 人

（32.1％），生物 Ⅱおよび化学 Ⅱまでの履修者（生物 Ⅰと
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表７　大学入試センター験の教科「理科」受験状況
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図１　自然科学Ⅰの分野別平均点

2013年入学生の大学入試センター試験の教科「理科」

の受験状況と成績を示す。高等学校理科履修歴の生物Ⅰ

と化学Ⅰのみを対象として集計した。

2010年度から2013年度入学生までの自然科学Ⅰ の合計点

の平均および各領域（本文参照）の点数を100点満点に換算し

た平均を示す。



Ⅱおよび化学 Ⅰと Ⅱを履修している）が 23 人（43.4％）で
あった。その他としては，生物 Ⅰ・Ⅱのみの履修者 2 人

（3.8%），生物 Ⅰと化学 Ⅰのみの履修者 6 人（11.3%）など
であり，生物未履修者 1 人（1.9%），化学未履修者 19 人

（35.8%），生物 Ⅱと化学 Ⅱの未履修者はそれぞれいずれ
も 26 人（49.1%）であった。なお，理科総合 A・B の履修
状況についてはこの集計に含めていない。履修歴ごとの
自然科学 Ⅰの平均得点は，合計点で生物 Ⅱおよび化学 Ⅱ
までの履修者が高い傾向にあり，その差は物理・化学の
基礎と生化学の基礎の２分野で大きく，細胞生物学の基

礎ではほとんど認められなかった（図２）。分野ごとの得
点分布をみると，生化学の基礎分野では，生物 Ⅱ化学 Ⅱ
までの履修者が全体としてやや高得点に分布している。特
に，物理・化学の基礎分野では，生物 Ⅱ化学 Ⅱまでの履
修者が高得点（71 点以上）に 60%（61 点以上では 69%）が分
布しているのに対して，生物 Ⅰまでの履修者では，高得
点（71 点以上）に 29%（61 点以上では 35%）と低得点（41 点
以上 50 点以下）に 41%（60 点以下では 65%）の２峰性の分
布を示した（図３）。このことから，本学の自然科学 Ⅰの
授業で，生物 Ⅰまでの履修者でも，３分の１程度は物理
と化学の基礎の内容を理解できているが，残りの３分の
２は十分な理解に達していないことが示唆された。類似
の傾向は，大学入試センター試験の化学と生物の２科目
を課した 2011 年度入学生を除く 2010 年度および 2012 年
度入学生にも認められた（資料は示していない）。

７．学生による授業評価

大学として実施している学生による授業評価について，
2010 年度に実施した授業全体を対象とする評価と 2013 年
度の物理・化学基礎担当教員を対象とする評価の抜粋を
示す（図４）。いずれも教育の方法論については，10 点満
点のおおむね 7 点以上で，比較的高評価であったが，自
己学習，内容の理解，分野に対する興味・関心等の評価
が低い。これとは別に，独自に実施した授業評価を，前
項と同様に高等学校課程における理科履修歴別に集計し
た結果を示す（図５）。物理・化学の基礎の授業について，
授業内容，難易度，理解度の３項目について，５段階の
順位尺度で回答を求めた。授業内容について，生物 Ⅰま
での履修者では，当該授業ではじめて見聞する内容が多
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図２　高等学校の履修歴による自然科学Ⅰの平均点

図３　高等学校の履修歴による自然科学Ⅰ分野別の得点分布

2013年度入学生について、高等学校理科履修歴のうち、図２と同様に生物Ⅰまでの履修者と生物Ⅱおよび化学Ⅱまでの

履修者とに区分して2013年度入学生の自然科学Ⅰの各領域の点数を100点満点に換算した点数区分ごとの分布を示す。

2013年度入学生について、高等学校理科履修歴のう

ち、理科総合A・B以外の生物Ⅰまでの履修者（生物Ⅱ・

化学Ⅰ・Ⅱを履修していない）と生物Ⅱおよび化学Ⅱま

での履修者（生物Ⅰ・Ⅱおよび化学Ⅰ・Ⅱを履修）とに

区分して2013年度入学生の自然科学Ⅰの合計点および各

領域の点数を100点満点に換算した点数を示す。



いこと（知らないことがほとんど 35.3%）が示された。一
方，授業の難易度については，むしろ生物 Ⅰまでの履修
者の方が，生物 Ⅱおよび化学 Ⅱまでの履修者よりも易し
いと感じている割合が高い（易しい 23.5%，やや易しい
23.5%）。授業の理解度については，生物 Ⅱおよび化学 Ⅱ

までの履修者の方が高く，理解できた 4.3%，ほぼ理解で
きた 52.2%であった。一方，生物 Ⅰまでの履修者では，
理解できたとの回答はなく，ほぼ理解できた 29.4%であっ
た。両者とも，理解できなかったとの回答はなく，あま
り理解できなかったは，生物 Ⅱおよび化学 Ⅱまでの履修
者で 8.7%，生物 Ⅰまでの履修者で 29.4%であった。

８．総括と今後の課題

大学設置から４年間の累計で，自然科学 Ⅰの到達目標
を達成したと認められる C 評価以上の割合が 83%である
ことから，「専門基礎分野の自然科学系科目を履修するた
めに必要な基礎知識を習得することを目的とする」とする
授業科目の目的は，おおむね達成できているものと考え
られる。しかし，高等学校課程における教科「理科」の履
修の多様化に対する対応としては，生物 Ⅱおよび化学 Ⅰ
と Ⅱを履修しなかった学生の 3 分の 2 程度について，特
に物理・化学の到達度が十分でないこと，学生自身が，
理解度が不十分であると感じていることなどから，授業
方法や内容に，なお改善の余地があるものと考えられる。
特に，適切な課題を設定するなどによって，学生の自己
学習を促す工夫が必要であろう。一方，学生からは，授
業時に配布・回収している出席票の質問欄に，毎回，か
なり高度な質問が寄せられている（資料は示していない）。
これらのことから，学生間には，かなりの程度の学力差
があることが示唆される。多様な学生の興味や関心を維
持できる教材についても，検討の余地がある。
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図５　物理・化学の基礎に対する高等学校履修別の授業評価

図４

大学が実施する学生による授業評価のうち、2010年度に授業全体を対象とした結果と2013年度に物理・化学の基礎分野

を担当した教員の授業を対象とした結果の抜粋を示す。

独自に実施した学生による授業評価を高等学校理科履

修歴ごとに５段階の順位尺度で集計した結果を示す。



９．典拠資料

１）文部科学省高等学校学習指導要領（平成 11 年 3 月 29
日告示）第 2 章第５節理科の必要な事項を引用した。

２）新見公立短期大学シラバス 2004 年版・2005 年版：カ
リキュラム改正に伴う自然科学 Ⅰ導入前後の教育計画
表によって，基礎分野科目編成の変化を示した。また，
科目内容について，当該科目のシラバスを引用した。

３）新見公立大学学生便覧 2010 年版・2013 年版：大学開
設時の教育計画表を示した。2013 年度入学生のシラバ
スを示した。

４）2013 年度入学生用ハンドアウト：物理・化学の基礎の
教材によって，当該分野の授業の概要を示した。

５）2013 年度の学生募集に関する個人情報の取扱い方針の
第４項（個人を特定しない形式で集計した統計資料を，
今後の学生募集および大学運営の参考にする場合があ
ります。）に基づき，大学入試センターから提供された
2013 年度入学者の成績のうち，教科「理科」の得点を匿
名化して抽出し，集計した。

６）2010 年度から 2013 年度入学生の自然科学 Ⅰの終講試
験得点（合計点および分野別得点）を匿名化して集計し
た。

７）2013 年度入学生を対象として，2013 年 5 月 24 日の自
然科学 Ⅰ授業終了時に，目的および成績評価に関係し
ない等について文書および口頭で説明したのちに同意
を得て，授業内容，授業の難易度，授業の理解度，高
等学校課程における教科理科の履修状況の４項目につ
いて，記名アンケートを実施した。6.の試験得点と照合
後に匿名化して集計した。調査対象 63 人，有効回答 53
件（回収率 84.1%）であった。

８）大学として実施した学生による授業評価：2010 年度お
よび 2013 年度の結果の一部を抜粋した。
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